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動機・ねらい

・市街地における近隣に配慮しなければならない

立地での工事で、しかも、敷地一杯の平面計画

となっており、現場事務所までの通路を確保する

のは困難であった。

・Ｒ型のパイプを使用することで、控えの内部を

安全通路として活用、屋根もかけることにより、

100ｍの全天候通路が完成した。

・安全通路の養生ネットを利用し、グリーンカー

テンに取組み、環境に配慮した空間をつくった。



狭い敷地での安全通路計画

現場事務所



通路の概要

仮囲いの控え内部を通路にし、作業員

や来客者の安全通路としました。



グリーンカーテンの設置

南面50ｍの通路を利用し、職長会と協力してグリーンカーテンを設置。

「緑のカーテンコンテスト」にも応募しました。

職長会による種まき風景。

（きゅうりやゴーヤなど）

実り状況。収穫した後は、

美味しくいただきました。



緑のカーテンコンテスト

昨年度の緑のカーテンコンテストに

応募し、緑化推進賞を受賞しました。
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